
●  

 
 

・探究を軸とした、教科横断的な学びの実践 

・ICT を効果的に活用することによる主体的・対話的で深い学びを行う授業の推進 

・学校活動全体で取り組むシティズンシップ教育の基盤となる授業の充実 

・資料学習や観察、実験を通した科学的に探究する授業の充実 

・自ら課題を発見し、協働的に解決する学びの充実 

 

 

・身近な物理現象と様々なエネルギーに関する科学的な探究を軸として、エネルギーの問題について

グローバルな視野で学ぶ 

・物質とその変化に関する科学的な探究を軸として、産業を支える資源や物質の利用についてグロー

バルな視野で学ぶ 

・生物や生物現象に関するに科学的な探究を軸として、生命の尊重や自然環境の保全についてグロー

バルな視野で学ぶ 

・地球や地球を取り巻く環境などに関する科学的な探究を軸として、環境問題や災害対策についてグ

ローバルな視野で学ぶ 

・個別の声掛けや、双方向支援ツールを利用した個に応
じた指導 

・配慮事項の正確な把握や、適切な環境の整備 
・個別の教育支援計画や、教職員連携の組織的な支援 

  

 

理科 

⑴ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関す

る技能を身に付ける 

⑵ 観察、実験などを行い、科学的に探究することを通して、グローバルな視野で思考・表現・判断

できる 

⑶ 自ら課題を発見し、自然の事物・現象に主体的に関わり、協働しながら科学的に探究しようとす

ることができる 

 
 

 

 

 

 
 

⑴ 自然の事物・現象についての知識と、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技

能 

⑵ 観察、実験などを行い、科学的に探究することを通して、グローバルな視野で思考・表現・判断

する力 

⑶ 自ら課題を発見し、自然の事物・現象に主体的に関わり、協働しながら科学的に探究しようとす

る態度 

 
 

 

〇 自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え，比較したり，関係付けたりするなどの科 学的に探究する方法を用いて考えること 

・「エネルギー」を柱とする領域：自然の事物・現象を主として量的・関係的な視点で捉えること 

・「 粒 子 」を柱とする領域：自然の事物・現象を主として質的・実体的な視点で捉えること 

・「 生 命 」を柱とする領域：生命に関する自然の事物・現象を主として共通性・多様性の視点で捉えること 

・「 地 球 」を柱とする領域：地球や宇宙に関する自然の事物・現象を主として時間的・空間的な視点で捉えること 

・STEAM 教育 ・ICT 機器の利用 ・教科内研修 ・大学等の講座への参加 ・教育 DX ・外部の施設や組織との連携 ・学級担任との連携 ・総合的な探究の時間との連動 

 

 

 
 

 

 

 
 


